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辞

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

第
二
十
二
回
彩
の
国
埼
玉
檸
の
祭
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら

お
祝
い
申
し
Ｌ
げ
ま
す
．

嶋
田
会
長
を
は
じ
め
埼
玉
県
太
鼓
連
盟
の
皆
様
に
は
、
和
太
鼓
の
普
及
。
発
展
に

多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
日
々
の
活
動
を
通
じ
青
少
年
の
健
全
育
成
に

お
力
添
え
を
賜
り
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
ｃ

和
太
鼓
は
、
重
量
感
の
あ
る
力
強
い
青
と
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
華
一麗
な
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
、
我
が
国
が
世
界
に
誇
る
芸
術
文
化
で
す
。
強
弱
・
速
度
・
ア
ク
セ
ン
ト
を

自
由
に
表
現
す
る
こ
と
で
、
観
る
人
を
時
に
激
し
く
鼓
舞
し
、
時
に
優
し
く
癒
す
和

太
鼓
に
、
私
た
ち
は
親
し
み
を
抱
く
と
と
も
に
心
を
動
か
さ
れ
ま
す
。

本
日
は
県
内
各
地
か
ら

１６
の
団
体
が
出
場
さ
れ
ま
す
。
出
場
す
る
皆
様
が
日
頃
の

鍛
錬
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
で
あ
り
、
特
に
子
供
た
ち
に
と
り
ま
し
て
は
今
後
の

更
な
る
成
長
の
糧
に
な
る
も
の
と
存
じ
ま
す
．
ホ
ー
ル
に
響
く
迫
力
あ
る
演
奏
が
会

場
の
皆
様
を
魅
／
す
る
こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
本
県
の
細
川
紙
を
含
む
「和
紙

‥
日
本
の
手
漉
和
紙
技
術
」
が

ユ
ネ

ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
ｃ
こ
れ
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
洗
練

さ
れ
た
技
術
を
、
守
り
引
き
継

い
で
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

文
化
芸
術
も
、
日
々
の
活
動
を
通
じ
て
研
鑽
を
繰
り
返
す
と
と
も
に
、
伝
統
を
絶

や
さ
ぬ
よ
う
に
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す

）́
地
域
に
お
け
る
皆
様
の
取
組

は
、
文
化
の
裾
野
を
広
げ
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
世
代
を
越
え
て
文
化
を

つ
な
い

で
い
く
Ｌ
で
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
　
ど
う
か
皆
様
に
は
引
き
続

き
、
埼
玉
県
の
文
化
振
興
に
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す

結
び
に
、
本
祭
典
の
御
成
功
と
埼
玉
県
太
鼓
連
盟
の
限
り
な
い
御
発
展
、
御
参
会

の
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
中
し
上
げ
、
お
祝

い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
ｃ

埼
玉
県
太
鼓
連
盟
〈
ム
長

嶋

田

　
一浄

第
ニ
ト
三
回
彩
の
国
埼
玉
枠
の
祭
典
の
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、
鴻
巣
市
を
は

じ
め
関
係
各
位
の
告
々
様
の
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
高
配
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
中

し
Ｌ
げ
ま
す

．

悸
の
祭
典
が
平
成
四
年
の
一
月^
に
初
め
て
開
催
さ
れ
て
以
来
、
二
十
三
回
目
と

な
り
ま
し
た

．

埼
玉
県
太
鼓
連
盟
が
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
枠
の
祭
典
が
ク
レ
ア
こ
う
の
す

人
ホ
ー
ル
で
開
催
出
来
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
和
太
鼓
は
、
占
来
よ

り
日
本
人
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
が
担
う
大

き
な
役
割
と
し
て
、
和
太
鼓
の
普
及
と
発
展
、
ま
た
地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
芸
能

と
し
て
後
世
に
伝
承
す
る
こ
と
．
そ
の
た
め
に
も
、
和
太
鼓
の
演
奏
会
を
通
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
聴

い
て
、
ま
た
観
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

っ
て

い
ま
す
。

本
日
は
、
埼
玉
県
内
で
活
躍
中
の
個
性
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
太
鼓
団
体
が
精

一
杯
の
演
奏
を
披
露
致
し
ま
す
の
で
、
ご
来
場
の
持
様
に
は
和
太
鼓
の
迫
力
、
楽

し
さ
を
ご
堪
能

い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

ご
来
場
ド
さ
い
ま
し
た
皆
々
様
に
心
中
よ
り
感
謝
を
中
し
１１
げ
ま
し
て
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

挨

拶
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存
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回 数

彩の国さいたま檸の祭典

月  日 会 場 参 加 団 体

第 1回  平成 4年 2月 13日

第 2回  平成 5年 2月 21日

第 3回  平成 6年 1月 30日

第 4回  平成 7年 2月 12日

第 5111 平成 8年 2月 25日

第 6回  平成 9年 2月 2日

第 7回  平成 10年 2月 15日

第 8回  平成 11年 2月 14H

第 91可  平成 12年 2月 13日

第 10回  平成 13年 2月 11日

第 11回  平成 14年 2月 10日

第 12回  平成 15年 3月 23日

第 13回  平成 16年 2月 22日

第 14 LJ 平成 17年 1月 30日

第 15回  平成 18年 2月 19日

第 16回  平成 19年 3月 18日

第 17回  平成 20年 3月 16日

第 18回  平成 21年 9月 13日

第 19回  平成 23年 3月 13日

第 20同  平成 24年 4月 22日

第 21回  平成 25年 3月 17日

第 22回  平成 26年 3月 16日

第 23回  平成 27年 5月 10日

川国市民会館             20
行田市産業文化会館          20
狭山市民会館             20
越谷市民ホール            22

北本市文化センター          20

秩父宮記念市民会館          14
嵐山町国立婦人教育会館        16
パス トラル加須            14
花園町ア ドニス            15

川国市リリア             28

川本町コミュニティセンター      15

桶川市民ホール            15
岩槻市福社会館            13
ワープ上里              13
熊谷文化創造館さくらめいと      27
桶川市民ホール            15
三芳町コピスみよし          11

行田市産業文化会館          14
川越市民会館 (東 日本人震災のため中止)10
秩父ミューズパーク野外ステージ    19

川越市民会館             12
鴻巣市文化センター (ク レアこうのす) 13

//             16
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